
▶研究&教育 最前線
農業に経営戦略を
東京農業大学 教授　渋谷往男
▶ZOOM UP
小さな72人 東京農大の仲間入り
東京農業大学稲花小学校 第１回入学式
▶ジブチに持続可能な水資源活用法を  東京農業大学とジブチ大学共同研究合意文書を調印

▶復興支援9年目に  東京農大　相馬で活動報告会

私の宝ものMy Treasure
雑誌「アニマ」　松林 尚志 学校法人東京農業大学

4+5April+May
2019

No.158

東京農業大学・東京情報大学の最新情報をお届けする

新・実学ジャーナル
小さな頃から昆虫などの生き物が好きでした。南洋材の買い付けにマレーシアやインドネシアに行く叔父がジャ

ングルの珍しい動物のことを話してくれると、興奮して聞いていました。中学生になると、父が買ってくれたのが「ア
ニマ」です。平凡社が出していた野生動物や自然保護をテーマにした月刊誌です。
叔父が話していたジャングルの生き物も、素晴らしい写真で紹介していて、毎号、次は何が載るのか楽しみ

でした。動物のことを学びたいと思うようになったのは自然な流れでした。
東京農大の畜産学科で動物の進化に関心を持ち、大学院は東京工業大でクジラのDNA解析の研究をしまし

た。ですが、修士から博士課程に進む段階で迷いました。これが本当にやりたかったことなのかと。クジラの
研究をしているのに研究室にこもって、クジラを見たこともなかった。生き物からどんどん離れていく自分に気づ
きました。その時、思い出したのが「アニマ」です。「ジャングルに行きたい！」と思いました。
博士課程からは動物生態学の研究をしたいと言うと、教授は怒り、相手にしてくれません。途方に暮れてい

た時に助けてくれたのが、幸島司郎先生（当時助教授、現・
京都大野生動物研究センター教授）でした。「やりたいことがあ
るんだったら、やればいい」と研究室に引き取ってくれました。
ほっとして、久しぶりに古い「アニマ」を読むと驚きました。

氷河に住む昆虫を研究する幸島先生の記事が載っていたから
です。確かに記事は昔、読んだのですが、先生の名前は覚
えていませんでした。
ボルネオ島で初めてフィールド研究を始めました。途中経過

を幸島先生に報告すると、先生は「おもろいなぁ」「アホや
なぁ」と面白がってくれました。博士号取得まで5年かかりま
したが、先生の「アホやなぁ」が励みでした。
今、持っている「アニマ」は、幸島先生の記事が載った

1986年8月号だけです。前任地のマレーシア・サ
バ大学で働く際に持っていったこの号以外は、宮
城県石巻の実家にあり、東日本大震災の津波で
水没してしまったからです。幸島先生とのつなが
りを思うと、不思議な気持ちになります。宝もの
です。
（まとめ・東京農業大学客員教授、鈴木敬吾）
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第10回

私の宝もの
東京農業大学　教授  松林尚志

まつばやし・ひさし／宮城県生まれ。東京工業大学大学院生命理工学研究科博士課程修了。博
士（理学）。東京農業大学農学部生物資源開発学科教授。専門は野生動物学、動物生態学。

雑誌「アニマ」

▲アニマに掲載された幸島教授の記事（左）と表紙（右）

▲学生にも自分の
やりたい研究に
取り組むよう指
導していると話
す松林先生

新
・実
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル

A
pril+

M
ay 2019 N

o.158
【
編
集
・
発
行
】
学
校
法
人
東
京
農
業
大
学
戦
略
室
  〒
156‒8502  東

京
都
世
田
谷
区
桜
丘
1‒1‒1  TEL.03‒5477‒2300  FA

X
.03‒5477‒2707  http://w

w
w
.nodai.ac.jp/hojin/

定
期
購
読
ご
希
望
の
方
は
上
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

学校法人東京農業大学
2019　東京農大創立128年
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京
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業
大
学
の
沿
革

◆東京農業大学　　◆東京情報大学　　◆東京農業大学第一高等学校　
◆東京農業大学第二高等学校　　◆東京農業大学第三高等学校
◆東京農業大学第一高等学校中等部　　◆東京農業大学第三高等学校附属中学校　
◆東京農業大学稲花小学校

榎本武揚と横井時敬
創設者は、明治の英傑榎本武揚だ。明治政府で逓信相、農商務相、文相、外相などの要職を歴任した榎本は、1891（明治24）年、東京に「私立育英黌」を設立した。
その農業科が東京農学校、東京高等農学校と名を替えつつ、拡充の歴史を歩み、今日の東京農業大学となる。東京農学校時代の1895（明治28）年、評議員として参
画したのが、明治農学の第一人者横井時敬だった。「人物を畑に還す」「稲のことは稲にきけ、農業のことは農民にきけ」と唱えて、「実学」による教育の礎を築き、
東京農業大学の初代学長を務めた。本学の「生みの親」は榎本、「育ての親」は横井である。
高等教育から初等教育まで
東京農業大学は、農学部、応用生物科学部、生命科学部、地域環境科学部、国際食料情報学部、生物産業学部の６学部23学科からなり、大学院は２研究科20専攻体制が整っ
ている。世田谷、厚木、北海道オホーツク（網走）の３キャンパスに約13,000人が学んでいる。学校法人東京農業大学の傘下には、東京情報大学（千葉）があり、
総合情報学部、看護学部の２学部２学科と大学院１研究科に約2,000人が学ぶ。また、併設校として農大一高／中等部（東京）、同二高（群馬）、同三高／附属中学（埼玉）
がある。2019年4月、東京農業大学稲花小学校が世田谷に開校。



Ｍ
Ｂ
Ａ
コ
ー
ス
並
み
の
研
究
室
体
制
に

　
国
際
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
は
、
東
京
農
大
の
中
で
は
数

少
な
い
社
会
科
学
系
の
学
科
の
一
つ
で
創
設
か
ら
22
年
目
を

迎
え
た
。２
０
１
７
年
度
の
学
部
学
科
改
組
に
伴
い
、
農
業

や
食
品
産
業
を
対
象
と
す
る
経
営
学
に
特
化
し
た
体
制
と

な
り
、
現
在
カ
リ
キ
ュラ
ム
や
研
究
室
体
制
の
移
行
中
で
あ

る
。そ
の
一
環
と
し
て
、こ
の
４
月
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
室

か
ら
派
生
す
る
形
で
経
営
戦
略
研
究
室
が
誕
生
し
た
。こ

れ
に
よ
り
本
学
科
で
は
、「
経
営
組
織
」、
会
計
学
を
含
む

「
経
営
管
理
」、「
経
営
情
報
」、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」、そ
し
て

「
経
営
戦
略
」と
い
う
Ｍ
Ｂ
Ａ（
経
営
学
修
士
）コ
ー
ス
の
よ
う

な
研
究
室
体
制
が
確
立
し
た
。

近
年
は
、
一
般
企
業
が
盛
ん
に
農
業
に
参
入
し
、
農
業
も

ま
た
６
次
産
業
化
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
他
産
業
に
参
入
し

て
い
る
。さ
ら
に
、
農
業
は
零
細
な
家
族
経
営
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
持
た
れ
が
ち
だ
が
、会
社
形
態
で
農
業
を
行
う
農
業
法

人
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
従
業
員
が
１
０
０
名

を
超
え
る
大
規
模
な
法
人
も
出
現
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、

農
業
経
営
と
一
般
の
企
業
経
営
は
互
い
に
近
づ
い
て
い
る
。

　
わ
が
国
で
は
製
造
業
を
中
心
に
世
界
と
伍
し
て
い
け
る

よ
う
な
優
れ
た
企
業
が
数
多
く
あ
る
。こ
う
し
た
企
業
は
い

ず
れ
も
経
営
戦
略
手
法
を
駆
使
し
た
経
営
を
実
践
し
、
そ

れ
を
学
ば
せ
る
た
め
に
幹
部
候
補
社
員
に
Ｍ
Ｂ
Ａ
取
得
を

推
奨
し
て
い
る
。こ
の
Ｍ
Ｂ
Ａ
コ
ー
ス
で
重
視
さ
れ
て
き
た
科

目
の
一
つ
が
経
営
戦
略
で
あ
る
。

経
営
戦
略
研
究
室
は
、こ
う
し
た
経
営
戦
略
の
知
見
や
手

法
を
農
業
経
営
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、農
業
を
わ
が
国
の
成

長
産
業
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
る
。

大
規
模
・
先
進
的
な
稲
作
農
業
法
人
を
調
査

　
筆
者
は
農
業
に
参
入
し
た
一
般
企
業
の
経
営
戦
略
に
つ

い
て
、約
20
年
研
究
し
て
き
た
。そ
の
な
か
で
、一
般
企
業
が

日
常
的
に
意
識
し
て
い
る
経
営
戦
略
手
法
を
、参
入
し
た
農

業
経
営
に
導
入
す
る
こ
と
で
成
功
を
収
め
て
い
る
例
が
い
く

つ
も
見
ら
れ
た
。そ
の
一
方
で
、従
来
か
ら
の
農
業
経
営
で
は

経
営
戦
略
手
法
が
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
気
に
な
っ
て
い

た
。そ
こ
で
、
経
営
戦
略
研
究
室
の
発
足
を
控
え
て
、
農
業

経
営
自
体
の
経
営
戦
略
の
研
究
を
進
め
て
き
た
。

研
究
の

着
手
に
あ

た
り
、
さ

ま
ざ
ま
な

解
釈
が
あ

る
経
営
戦

略
に
つ
い

て
、
図
１

の
よ
う
に

概
念
を

整
理
し

た
。
図
１

の
左
側
は

経
営
戦

略
の
策
定

手
順
の
典

型
例
で
あ

る
。ま
ず
普
遍
的
な
経
営
理
念
や
ビ
ジ
ョン
を
明
確
化
す
る
。

次
に
企
業
の
内
外
の
経
営
環
境
分
析
を
経
営
戦
略
策
定

ツ
ー
ル
に
よ
り
実
施
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
経
営
戦
略
の
中

核
と
な
る
中
期
的
な
経
営
計
画
を
策
定
す
る
。さ
ら
に
、Ｐ

ｌａｎ（
計
画
）・Ｄｏ（
実
行
）・Ｃ
ｈｅｃ
ｋ（
評
価
）・Ａｃ
ｔ

ｉｏｎ（
改
善
）
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
生
産
・
品
質
な
ど
の

管
理
業
務
を
継
続
的
に
改
善
す
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
よ

う
な
経
営
管
理
の
手
法
に
よ
って
、
よ
り
よ
い
戦
略
へ
の
練
り

直
し
を
く
り
返
す
。こ
の
一
連
の
取
り
組
み
を
中
央
の
４
つ

の
パ
ー
ト
に
整
理
し
た
。こ
の
う
ち
、
経
営
戦
略
策
定
ツ
ー
ル

以
降
を
「
狭
義
の
経
営
戦
略
」、
全
体
を
「
広
義
の
経
営
戦

略
」と
し
て
体
系
化
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
一
般
経
営
学
の
経
営
戦
略
手
法
の
農
業
経

営
へ
の
適
用
可
能
性
に
つ
い
て
調
べ
た
。具
体
的
に
は
、
対
象

を
わ
が
国
の
農
業
で
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
稲
作
経
営
と
し
、

経
営
戦
略
へ
の
対
応
状
況
や
経
営
者
の
考
え
方
か
ら
特
性

を
分
析
し
た
。研
究
方
法
と
し
て
は
、
ま
ず
農
林
水
産
祭
で

天
皇
杯
、
総
理
大
臣
賞
な
ど
を
受
賞
し
た
わ
が
国
の
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
大
規
模
な
稲
作
農
業
法
人
４
法
人
の
経
営
者
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
し
た
。４
法
人
は
、
農
家
の
延
長
線
に

あ
る
経
営
か
否
か
、６
次
産
業
化
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る

か
否
か
、
売
上
規
模
の
拡
大
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
か
否

か
、
な
ど
条
件
が
異
な
る
農
業
法
人
を
選
定
し
た
。次
に
こ

の
結
果
を
よ
り
多
く
の
経
営
か
ら
検
証
す
る
た
め
に
60
の

先
進
的
な
稲
作
農
業
法
人
等
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
、イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
と
同
様
の
方
向
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

成
長
か
継
続
か
、多
角
化
か
稲
作
単
体
か

　
こ
う
し
た
一
連
の
研
究
の
結
果
、
冒
頭
に
示
し
た「
経
営

理
念
」
と
狭
義
の「
経
営
戦
略
」の
対
応
は
全
く
異
な
る
特

徴
を
持
つ
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。図
２
は
こ
れ
を
非
常
に
簡

略
化
し
た
模
式
図
で
あ
り
、
横
軸
を
経
営
理
念
の
活
用
の

強
弱
を
示
す
経
営
理
念
軸
、
縦
軸
を
経
営
戦
略
の
活
用
の

強
弱
を
示
す
経
営
戦
略
軸
と
し
た
。

図
２
の
横
軸
の
右
寄
り
の
、経
営
理
念
を
策
定
し
て
従
業

員
に
周
知
し
て
い
る
稲
作
農
業
法
人
は
、
他
と
は
異
な
る
革

新
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
よ
り
、
成
長
を
重
視
し
た
経
営

を
志
向
し
て
お
り
、
実
際
に
経
営
が
急
拡
大
し
て
い
る
。一

方
で
、左
寄
り
に
あ
る
経
営
理
念
を
あ
ま
り
活
用
し
て
い
な

い
法
人
は
、何
世
代
も
前
か
ら
の「
家
」を
前
提
と
し
た
比
較

的
保
守
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
、
成
長
性
よ
り
も
継
続
性

を
重
視
し
た
経
営
を
行
っ
て
い
る
。

　
縦
軸
の
上
方
に
あ
る
狭
義
の
経
営
戦
略
を
活
用
し
て
い

る
法
人
は
、６
次
産
業
化
を
積
極
的
に
進
め
て
お
り
、
稲
作

部
門
よ
り
そ
れ
以
外
の
多
角
化
部
門
（
農
産
物
加
工
や
販

売
、
外
食
な

ど
）
の
売
上

比
率
が
高
く

な
っ
て
い
る
。

中
期
の
経
営

計
画
も
立
て

て
い
る
。一

方
で
、
縦
軸

の
下
方
に
あ

る
狭
義
の
経

営
戦
略
を

活
用
し
て
い

な
い
法
人

は
、
６
次
産

業
化
に
否
定
的
で
、
あ
く
ま
で
も
稲
作
単
体
の
経
営
を
志

向
し
、中
期
の
経
営
計
画
は
立
て
て
い
な
い
。

日
本
農
業
特
有
の
経
営
戦
略
理
論
も
必
要

　
多
角
化
部
門
の
売
上
が
７
〜
８
割
の
６
次
産
業
化
が
進

行
し
た
農
業
法
人
は
、
経
営
者
の
意
識
と
し
て
は
農
業
経

営
で
あ
っ
て
も
、
実
態
は
食
品
産
業
の
経
営
と
い
え
る
。こ
う

し
た
経
営
は
一
般
経
営
学
の
経
営
戦
略
手
法
が
そ
の
ま
ま

適
用
可
能
で
、
経
営
戦
略
は
多
角
化
し
つつ
成
長
し
て
い
く

た
め
に
不
可
欠
の
手
法
と
い
え
る
。一
方
で
、
稲
作
単
体
の

経
営
を
志
向
す
る
農
業
法
人
も
大
き
な
賞
の
受
賞
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
十
分
「
戦
略
的
」
な
経
営
を
行
っ
て
い
る
。こ

の
こ
と
か
ら
、
米
国
で
発
展
し
世
界
の
企
業
経
営
に
適
用
さ

れ
て
き
た
一
般
経
営
学
の
経
営
戦
略
手
法
と
は
異
な
る
、日

本
の
稲
作
、
あ
る
い
は
農
業
特
有
の
経
営
戦
略
を
有
し
て
い

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
研
究
に
よ
っ
て
、
６
次
産
業
化
を
志
向
す
る
農

業
経
営
で
は
、
こ
れ
ま
で
盛
ん
に
研
究
・
活
用
さ
れ
て
き
た

経
営
戦
略
理
論
や
手
法
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。一
方
で
、
日
本
で
生
産
に
特
化
し
た

農
業
経
営
を
行
う
に
は
、
一
般
の
経
営
戦
略
理
論
に
加
え

て
、
農
業
特
有
の
経
営
戦
略
理
論
も
必
要
で
あ
り
、こ
の
点

の
解
明
は
今
後
の
大
き
な
研
究
課
題
と
い
え
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
農
業
経
営
は
経
験
と
勘
が
重
視
さ
れ
て
き

た
。し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
経
営
戦
略
を
含
め
、
し
っ

か
り
と
し
た
経
営
学
の
理
論
に
基
づ
い
た
科
学
的
な
経
営

を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

〔
引
用
文
献
〕相
葉
宏
二（
１
９
９
９
）：『
Ｍ
Ｂ
Ａ
経
営
戦
略
』，ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
社
，p16.

図１ 経営戦略の概念と枠組みの整理

図2 先進的稲作農業法人経営に基づくの経営理念と経営戦略の関係
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　「
経
営
理
念
」
と
「
経
営
戦
略
」。
と
も
に
企
業
経
営
に
お
い
て
重
要
な
概
念
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
違
い
を
正

確
に
理
解
し
て
い
る
人
は
多
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
最
近
の
研
究
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
農
業
経
営
で
は
こ
の
２
つ
は
か
な
り
異
な
る

意
味
合
い
を
持
つ
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
こ
の
春
、
東
京
農
業
大
学
国
際
食
料
情
報
学
部
国
際
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
に
経
営
戦

略
研
究
室
が
新
設
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
会
に
、
農
業
に
お
け
る
経
営
戦
略
と
経
営
戦
略
研
究
室
の
話
を
し
た
い
。

　
　
　
　国
際
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
に
新
研
究
室

農
業
に
経
営
戦
略
を
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経営理念

ビジョン

戦略代替案の創出

経営計画戦略の選択

戦略の実行

戦略のレビュー
左側は相葉(1999)より抜粋し、右側は筆者が作成した

自社の強み、
弱み

環境の与える
機会・脅威

外部分析 内部分析

6次産業化(多角化)経営を志向
中期の経営計画を立てている

あくまでも稲作単体の経営を志向
中期の経営計画を立てていない

革新的ビジ
ネスモデル
成長性を重
視した経営

保守的ビジ
ネスモデル
継続性を重
視した経営

経営戦略を活用
経
営
理
念
を
活
用
せ
ず

経
営
理
念
を
活
用

経営戦略を活用せず

経営理念軸

経
営
戦
略
軸

経営戦略
策定ツール

狭
義
の
経
営
戦
略

広
義
の
経
営
戦
略

経営管理サイクル

経営理念



Ｍ
Ｂ
Ａ
コ
ー
ス
並
み
の
研
究
室
体
制
に

　
国
際
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
は
、
東
京
農
大
の
中
で
は
数

少
な
い
社
会
科
学
系
の
学
科
の
一
つ
で
創
設
か
ら
22
年
目
を

迎
え
た
。２
０
１
７
年
度
の
学
部
学
科
改
組
に
伴
い
、
農
業

や
食
品
産
業
を
対
象
と
す
る
経
営
学
に
特
化
し
た
体
制
と

な
り
、
現
在
カ
リ
キ
ュラ
ム
や
研
究
室
体
制
の
移
行
中
で
あ

る
。そ
の
一
環
と
し
て
、こ
の
４
月
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
室

か
ら
派
生
す
る
形
で
経
営
戦
略
研
究
室
が
誕
生
し
た
。こ

れ
に
よ
り
本
学
科
で
は
、「
経
営
組
織
」、
会
計
学
を
含
む

「
経
営
管
理
」、「
経
営
情
報
」、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」、そ
し
て

「
経
営
戦
略
」と
い
う
Ｍ
Ｂ
Ａ（
経
営
学
修
士
）コ
ー
ス
の
よ
う

な
研
究
室
体
制
が
確
立
し
た
。

近
年
は
、
一
般
企
業
が
盛
ん
に
農
業
に
参
入
し
、
農
業
も

ま
た
６
次
産
業
化
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
他
産
業
に
参
入
し

て
い
る
。さ
ら
に
、
農
業
は
零
細
な
家
族
経
営
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
持
た
れ
が
ち
だ
が
、会
社
形
態
で
農
業
を
行
う
農
業
法

人
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
従
業
員
が
１
０
０
名

を
超
え
る
大
規
模
な
法
人
も
出
現
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、

農
業
経
営
と
一
般
の
企
業
経
営
は
互
い
に
近
づ
い
て
い
る
。

　
わ
が
国
で
は
製
造
業
を
中
心
に
世
界
と
伍
し
て
い
け
る

よ
う
な
優
れ
た
企
業
が
数
多
く
あ
る
。こ
う
し
た
企
業
は
い

ず
れ
も
経
営
戦
略
手
法
を
駆
使
し
た
経
営
を
実
践
し
、
そ

れ
を
学
ば
せ
る
た
め
に
幹
部
候
補
社
員
に
Ｍ
Ｂ
Ａ
取
得
を

推
奨
し
て
い
る
。こ
の
Ｍ
Ｂ
Ａ
コ
ー
ス
で
重
視
さ
れ
て
き
た
科

目
の
一
つ
が
経
営
戦
略
で
あ
る
。

経
営
戦
略
研
究
室
は
、こ
う
し
た
経
営
戦
略
の
知
見
や
手

法
を
農
業
経
営
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、農
業
を
わ
が
国
の
成

長
産
業
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
る
。

大
規
模
・
先
進
的
な
稲
作
農
業
法
人
を
調
査

　
筆
者
は
農
業
に
参
入
し
た
一
般
企
業
の
経
営
戦
略
に
つ

い
て
、約
20
年
研
究
し
て
き
た
。そ
の
な
か
で
、一
般
企
業
が

日
常
的
に
意
識
し
て
い
る
経
営
戦
略
手
法
を
、参
入
し
た
農

業
経
営
に
導
入
す
る
こ
と
で
成
功
を
収
め
て
い
る
例
が
い
く

つ
も
見
ら
れ
た
。そ
の
一
方
で
、従
来
か
ら
の
農
業
経
営
で
は

経
営
戦
略
手
法
が
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
気
に
な
っ
て
い

た
。そ
こ
で
、
経
営
戦
略
研
究
室
の
発
足
を
控
え
て
、
農
業

経
営
自
体
の
経
営
戦
略
の
研
究
を
進
め
て
き
た
。

研
究
の

着
手
に
あ

た
り
、
さ

ま
ざ
ま
な

解
釈
が
あ

る
経
営
戦

略
に
つ
い

て
、
図
１

の
よ
う
に

概
念
を

整
理
し

た
。
図
１

の
左
側
は

経
営
戦

略
の
策
定

手
順
の
典

型
例
で
あ

る
。ま
ず
普
遍
的
な
経
営
理
念
や
ビ
ジ
ョン
を
明
確
化
す
る
。

次
に
企
業
の
内
外
の
経
営
環
境
分
析
を
経
営
戦
略
策
定

ツ
ー
ル
に
よ
り
実
施
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
経
営
戦
略
の
中

核
と
な
る
中
期
的
な
経
営
計
画
を
策
定
す
る
。さ
ら
に
、Ｐ

ｌａｎ（
計
画
）・Ｄｏ（
実
行
）・Ｃ
ｈｅｃ
ｋ（
評
価
）・Ａｃ
ｔ

ｉｏｎ（
改
善
）
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
生
産
・
品
質
な
ど
の

管
理
業
務
を
継
続
的
に
改
善
す
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
よ

う
な
経
営
管
理
の
手
法
に
よ
って
、
よ
り
よ
い
戦
略
へ
の
練
り

直
し
を
く
り
返
す
。こ
の
一
連
の
取
り
組
み
を
中
央
の
４
つ

の
パ
ー
ト
に
整
理
し
た
。こ
の
う
ち
、
経
営
戦
略
策
定
ツ
ー
ル

以
降
を
「
狭
義
の
経
営
戦
略
」、
全
体
を
「
広
義
の
経
営
戦

略
」と
し
て
体
系
化
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
一
般
経
営
学
の
経
営
戦
略
手
法
の
農
業
経

営
へ
の
適
用
可
能
性
に
つ
い
て
調
べ
た
。具
体
的
に
は
、
対
象

を
わ
が
国
の
農
業
で
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
稲
作
経
営
と
し
、

経
営
戦
略
へ
の
対
応
状
況
や
経
営
者
の
考
え
方
か
ら
特
性

を
分
析
し
た
。研
究
方
法
と
し
て
は
、
ま
ず
農
林
水
産
祭
で

天
皇
杯
、
総
理
大
臣
賞
な
ど
を
受
賞
し
た
わ
が
国
の
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
大
規
模
な
稲
作
農
業
法
人
４
法
人
の
経
営
者
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
し
た
。４
法
人
は
、
農
家
の
延
長
線
に

あ
る
経
営
か
否
か
、６
次
産
業
化
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る

か
否
か
、
売
上
規
模
の
拡
大
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
か
否

か
、
な
ど
条
件
が
異
な
る
農
業
法
人
を
選
定
し
た
。次
に
こ

の
結
果
を
よ
り
多
く
の
経
営
か
ら
検
証
す
る
た
め
に
60
の

先
進
的
な
稲
作
農
業
法
人
等
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
、イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
と
同
様
の
方
向
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

成
長
か
継
続
か
、多
角
化
か
稲
作
単
体
か

　
こ
う
し
た
一
連
の
研
究
の
結
果
、
冒
頭
に
示
し
た「
経
営

理
念
」
と
狭
義
の「
経
営
戦
略
」の
対
応
は
全
く
異
な
る
特

徴
を
持
つ
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。図
２
は
こ
れ
を
非
常
に
簡

略
化
し
た
模
式
図
で
あ
り
、
横
軸
を
経
営
理
念
の
活
用
の

強
弱
を
示
す
経
営
理
念
軸
、
縦
軸
を
経
営
戦
略
の
活
用
の

強
弱
を
示
す
経
営
戦
略
軸
と
し
た
。

図
２
の
横
軸
の
右
寄
り
の
、経
営
理
念
を
策
定
し
て
従
業

員
に
周
知
し
て
い
る
稲
作
農
業
法
人
は
、
他
と
は
異
な
る
革

新
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
よ
り
、
成
長
を
重
視
し
た
経
営

を
志
向
し
て
お
り
、
実
際
に
経
営
が
急
拡
大
し
て
い
る
。一

方
で
、左
寄
り
に
あ
る
経
営
理
念
を
あ
ま
り
活
用
し
て
い
な

い
法
人
は
、何
世
代
も
前
か
ら
の「
家
」を
前
提
と
し
た
比
較

的
保
守
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
、
成
長
性
よ
り
も
継
続
性

を
重
視
し
た
経
営
を
行
っ
て
い
る
。

　
縦
軸
の
上
方
に
あ
る
狭
義
の
経
営
戦
略
を
活
用
し
て
い

る
法
人
は
、６
次
産
業
化
を
積
極
的
に
進
め
て
お
り
、
稲
作

部
門
よ
り
そ
れ
以
外
の
多
角
化
部
門
（
農
産
物
加
工
や
販

売
、
外
食
な

ど
）
の
売
上

比
率
が
高
く

な
っ
て
い
る
。

中
期
の
経
営

計
画
も
立
て

て
い
る
。一

方
で
、
縦
軸

の
下
方
に
あ

る
狭
義
の
経

営
戦
略
を

活
用
し
て
い

な
い
法
人

は
、
６
次
産

業
化
に
否
定
的
で
、
あ
く
ま
で
も
稲
作
単
体
の
経
営
を
志

向
し
、中
期
の
経
営
計
画
は
立
て
て
い
な
い
。

日
本
農
業
特
有
の
経
営
戦
略
理
論
も
必
要

　
多
角
化
部
門
の
売
上
が
７
〜
８
割
の
６
次
産
業
化
が
進

行
し
た
農
業
法
人
は
、
経
営
者
の
意
識
と
し
て
は
農
業
経

営
で
あ
っ
て
も
、
実
態
は
食
品
産
業
の
経
営
と
い
え
る
。こ
う

し
た
経
営
は
一
般
経
営
学
の
経
営
戦
略
手
法
が
そ
の
ま
ま

適
用
可
能
で
、
経
営
戦
略
は
多
角
化
し
つつ
成
長
し
て
い
く

た
め
に
不
可
欠
の
手
法
と
い
え
る
。一
方
で
、
稲
作
単
体
の

経
営
を
志
向
す
る
農
業
法
人
も
大
き
な
賞
の
受
賞
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
十
分
「
戦
略
的
」
な
経
営
を
行
っ
て
い
る
。こ

の
こ
と
か
ら
、
米
国
で
発
展
し
世
界
の
企
業
経
営
に
適
用
さ

れ
て
き
た
一
般
経
営
学
の
経
営
戦
略
手
法
と
は
異
な
る
、日

本
の
稲
作
、
あ
る
い
は
農
業
特
有
の
経
営
戦
略
を
有
し
て
い

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
研
究
に
よ
っ
て
、
６
次
産
業
化
を
志
向
す
る
農

業
経
営
で
は
、
こ
れ
ま
で
盛
ん
に
研
究
・
活
用
さ
れ
て
き
た

経
営
戦
略
理
論
や
手
法
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。一
方
で
、
日
本
で
生
産
に
特
化
し
た

農
業
経
営
を
行
う
に
は
、
一
般
の
経
営
戦
略
理
論
に
加
え

て
、
農
業
特
有
の
経
営
戦
略
理
論
も
必
要
で
あ
り
、こ
の
点

の
解
明
は
今
後
の
大
き
な
研
究
課
題
と
い
え
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
農
業
経
営
は
経
験
と
勘
が
重
視
さ
れ
て
き

た
。し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
経
営
戦
略
を
含
め
、
し
っ

か
り
と
し
た
経
営
学
の
理
論
に
基
づ
い
た
科
学
的
な
経
営

を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

〔
引
用
文
献
〕相
葉
宏
二（
１
９
９
９
）：『
Ｍ
Ｂ
Ａ
経
営
戦
略
』，ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
社
，p16.

図１ 経営戦略の概念と枠組みの整理

図2 先進的稲作農業法人経営に基づくの経営理念と経営戦略の関係
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and education

●専門分野：農業経営学
●主な研究テーマ：企業の農業参
入、農企業の経営戦略

●主な著書等：戦略的農業経営～衰
退脱却へのビジネスモデル改革
(日本経済新聞出版社）

　「
経
営
理
念
」
と
「
経
営
戦
略
」。
と
も
に
企
業
経
営
に
お
い
て
重
要
な
概
念
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
違
い
を
正

確
に
理
解
し
て
い
る
人
は
多
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
最
近
の
研
究
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
農
業
経
営
で
は
こ
の
２
つ
は
か
な
り
異
な
る

意
味
合
い
を
持
つ
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
こ
の
春
、
東
京
農
業
大
学
国
際
食
料
情
報
学
部
国
際
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
に
経
営
戦

略
研
究
室
が
新
設
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
会
に
、
農
業
に
お
け
る
経
営
戦
略
と
経
営
戦
略
研
究
室
の
話
を
し
た
い
。

　
　
　
　国
際
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
に
新
研
究
室

農
業
に
経
営
戦
略
を

しぶや・ゆきお／1963年東京都生ま
れ。東京農工大学大学院連合農学研究
科生物生産科学専攻博士課程修了。東
京農業大学国際食料情報学部国際バイ
オビジネス学科（経営戦略研究室）教
授。博士（農学）。

東京農業大学

教授  渋谷往男
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経営理念

ビジョン

戦略代替案の創出

経営計画戦略の選択

戦略の実行

戦略のレビュー
左側は相葉(1999)より抜粋し、右側は筆者が作成した

自社の強み、
弱み

環境の与える
機会・脅威

外部分析 内部分析

6次産業化(多角化)経営を志向
中期の経営計画を立てている

あくまでも稲作単体の経営を志向
中期の経営計画を立てていない

革新的ビジ
ネスモデル
成長性を重
視した経営

保守的ビジ
ネスモデル
継続性を重
視した経営

経営戦略を活用
経
営
理
念
を
活
用
せ
ず

経
営
理
念
を
活
用

経営戦略を活用せず

経営理念軸

経
営
戦
略
軸

経営戦略
策定ツール

狭
義
の
経
営
戦
略

広
義
の
経
営
戦
略

経営管理サイクル

経営理念



共同研究合意文書を取り交わす

アライタ駐日ジブチ大使(右)と
髙野学長

23    
区
内
で
59    
年
ぶ
り
私
立
小

東
京
都
内
で
の
私
立
小
学
校
の
開
校
は
12
年
ぶ
り
、
23

区
内
で
は
59
年
ぶ
り
。
さ
ら
に
創
立
１
２
８
年
を
迎
え
た

東
京
農
大
に
蓄
積
さ
れ
た
教
育
・
研
究
資
源
を
生
か
し
た

特
色
あ
る
教
育
が
関
心
を
集
め
、
初
め
て
の
入
試
に
は
定

員
72
人
に
対
し
延
べ
８
６
５
人
の
志
願
者
が
集
ま
っ
た
。

命
を
大
切
に
し
、そ
れ
を
育
も
う
と
す
る
農
の
心
を
養
い
、

生
き
る
た
め
に
必
要
な
力
を
育
む
教
育
の
実
践
を
目
指
し

て
い
る
。

「
自
分
に
で
き
な
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
」

「
た
く
さ
ん
の
お
兄
さ
ん
、お
姉
さ
ん
が
い
ま
す
よ
」

小
学
校
校
舎
は
東
京
農
大
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
東
隣

り
で
、
農
大
一
高
・
一
中
の
北
の
隣
接
地
に
建
設
さ
れ
た
。

小
学
校
体
育
館
で
４
月
６
日
に
行
わ
れ
た
入
学
式
に
は
、

新
入
生
の
ほ
か
、
保
護
者
、
教
職
員
な
ど
約
２
５
０
人
が

参
加
。
夏
秋
啓
子
校
長
と
大
澤
貫
寿
・
学
校
法
人
東
京
農

大
理
事
長
、
髙
野
克
己
・
東
京
農
大
学
長
が
登
壇
し
た
。

夏
秋
校
長
は
校
長
式
辞
で
、
東
京
農
大
創
設
者
の
榎
本
武

揚
公
が
残
し
た
「
冒
険
は
最
良
の
師
で
あ
る
」
と
い
う
言

葉
か
ら
、「
冒
険
心
の
育
成
」
を
教
育
理
念
に
掲
げ
て
い

る
こ
と
を
説
明
し
た
後
で
、
子
ど
も
た
ち
に
「
で
き
な
い

こ
と
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
冒
険
で
す
。
い

ろ
い
ろ
な
冒
険
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
。
ま

た
、大
澤
理
事
長
は
祝
辞
で
「
農
大
稲
花
小
学
校
の
制
服
、

ラ
ン
ド
セ
ル
の
み
な
さ
ん
の
姿
を
見
る
こ
の
日
を
待
ち

に
待
っ
て
い
ま
し
た
。
１
期
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、
小
学

校
に
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
は
い
ま
せ
ん
が
、
隣
の
中
学

校
、
高
校
、
大
学
に
は
た
く
さ
ん
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ

ん
が
い
ま
す

よ
。
何
で
も
安

心
し
て
相
談
し

て
く
だ
さ
い

ね
」
と
語
り
か

け
た
。

子
ど
も
た
ち

は
、
あ
い
さ
つ

で
「
ご
入
学
お

め
で
と
う
」
と

語
ら
れ
る
た
び

に
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
元
気
に
応
え
て
い
た
。

こ
の
後
、
新
入
生
紹
介
が
あ
り
、
１
組
、
２
組
の
担
任

教
諭
が
各
36
人
の
名
前
を
読
み
上
げ
た
。
起
立
し
て
保
護

者
席
の
方
を
向
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の
名
前
が
読

み
上
げ
ら
れ
る
と
、
右
手
を
挙
げ
、「
は
い
」
と
大
き
な

声
で
返
事
を
し
、
そ
の
た
び
に
会
場
全
体
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
た
。

校
歌
は
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
が
作
詞

校
歌
斉
唱
で
は
、
入
学
し
た
子
ど
も
た
ち
に
代
わ
り
、

東
京
農
大
一
高
・
中
等
部
の
合
唱
部
が
「
東
京
農
業
大
学

稲
花
小
学
校
の
歌
」
を
披
露
し
た
。

詩
人
で
ア
ニ
メ
「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
主
題
歌
の
作
詞
者
と

し
て
も
知
ら
れ
る
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
が
作
詞
、
谷
川
さ
ん

の
息
子
で
作
曲
家
の
谷
川
賢
作
さ
ん
が
作
曲
し
た
。

「
わ
た
し
た
ち
は
　
い
き
て
い
る
」
で
始
ま
る
歌
詞
は
、

地
球
に
生
き
る
一
員
と
し
て
命
の
大
切
さ
、
生
き
る
こ
と

の
喜
び
を
、
や
わ
ら
か
な
言
葉
で
歌
い
上
げ
て
い
る
。
第

１
期
生
に
は
上
級
生
が
い
な
い
た
め
、
東
京
農
大
の
仲
間

と
し
て
一
高
・
一
中
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
が
歌
う
こ

と
に
な
っ
た
。
歌
詞
が
字
幕
表
示
さ
れ
、
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
で
披
露
さ
れ
る
と
、
会
場
全
体
か
ら
大
き
な
拍
手
が

わ
き
起
こ
り
、
新
鮮
で
素
晴
ら
し
い
校
歌
の
誕
生
に
立
ち

会
う
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
て
い
た
。

入
学
式
終
了
後
、
子
ど
も
た
ち
は
各
教
室
に
入
り
、
教

科
書
を
受
け
取
り
、
週
明
け
か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
に
つ

い
て
担
任
教
諭
か
ら
説
明
を
う
け
た
。
こ
の
後
、
校
庭
で

夏
秋
校
長
、
大
澤
理
事
長
ら
と
一
緒
に
記
念
撮
影
。
子
ど

も
た
ち
は
、
早
速
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
仲
良
く
な
り
、
好

天
に
恵
ま
れ
春
の
日
差
し
が
降
り
注
ぐ
校
庭
に
も
歓
声
が

響
い
て
い
た
。

東京農業大学稲花小学校の歌

作 詞　谷 川 俊太郎
作 曲　谷 川 賢 作

わたしたちは　いきている
このほしの　だいちのうえに
たいようと　みずにめぐまれ
はる なつ あき ふゆ
めぐるいのち　はなさくいのち

しらないことを　まなぶひび
すこやかに　こころとからだ
ともだちと　わらってないて
はる なつ あき ふゆ
みのるいのち　はぐくむいのち

きょうからあすへ
とうかしょうがっこう

新入生の上級生として小学校の校歌を送る一高・一中の合唱部の生徒達

子どもたちに語りかけながら、お祝いの言葉を述べる夏秋校長

　
東
京
農
業
大
学
は
、
３
月
10
日
に
、
ジ
ブ
チ
大
学
と

地
球
規
模
課
題
対
応
国
際
科
学
技
術
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
）
の
共
同
研
究
合
意
文
書
へ
の
調

印
を
取
り
交
わ
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
４
月
11
日
、
東

京
農
業
大
学
に
お
い
て
調
印
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し

た
。
式
に
は
、
東
京
農
大
か
ら
髙
野
克
己
学
長
や
本
研

究
代
表
の
島
田
沢
彦
・
地
域
環
境
科
学
部
教
授
、
ア
ラ

イ
タ
駐
日
ジ
ブ
チ
大
使
、
科
学
技
術
振
興
機
構
の
職
員

や
文
部
科
学
省
の
職
員
ら
が
出
席
し
た
。

Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
開
発
途
上
国

の
ニ
ー
ズ
を
基
に
し
た
地
域
規
模
課
題
を
対
象
と
し
、

日
本
と
開
発
途
上
国
の
研
究
者
が
共
同
研
究
を
行
い
、

地
球
規
模
課
題
の
解
決
や
開
発
途
上
国
に
お
け
る
科
学

技
術
水
準
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
る
。

東
京
農
大
を
代
表
機
関
と
す
る
島
田
研
究
代
表
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
東
ア
フ
リ
カ
に
位
置
し
、
降
水
量
の
少
な

い
非
常
に
過
酷
な
気
象
環
境
で
あ
る
ジ
ブ
チ
共
和
国
の
水

資
源
の
高
効
率
利
用
に
よ
る
持
続
可
能
な
農
牧
業
シ
ス
テ

ム
の
実
装
を
目
指
す
研

究
で
あ
る
。

　
ア
ラ
イ
タ
大
使
は
、

「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
協
定
が
結
ば
れ
た
こ

と
に
お
祝
い
を
申
し
上

げ
る
。
生
命
に
関
わ
る

水
に
つ
い
て
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
の
で
、
大

い
に
期
待
し
て
い
る
。

ジ
ブ
チ
で
農
業
を
行
う

奇
跡
を
ぜ
ひ
起
こ
し
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

ジ
ブ
チ
に
持
続
可
能
な
水
資
源
活
用
法
を

東
京
農
業
大
学
と
ジ
ブ
チ
大
学

　
　
　
　共
同
研
究
合
意
文
書
を
調
印

体験活動を重視し、東京農大の専門的な設備や人的資源を教育に取り入れることなどを特色とする東京農業大学稲花小学校
の第１回入学式が行われ、72人の子どもたちが第１期生として入学した。学校法人東京農業大学は東京農大、東京情報大の
ほかに高校３校、中学２校を運営しており、小学校開校で大学院までを擁する学園化が実現したことになる。真新しい校舎
は、笑顔の子どもたちの元気な声と、教職員・保護者らの拍手に包まれた。　　　　　（東京農業大学客員教授・鈴木敬吾)
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小さな72人 東京農大の仲間入り
東京農業大学稲花小学校 第１回入学式

小学校から大学院まで 学園化実現
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共同研究合意文書を取り交わす

アライタ駐日ジブチ大使(右)と
髙野学長

23    
区
内
で
59    
年
ぶ
り
私
立
小

東
京
都
内
で
の
私
立
小
学
校
の
開
校
は
12
年
ぶ
り
、
23

区
内
で
は
59
年
ぶ
り
。
さ
ら
に
創
立
１
２
８
年
を
迎
え
た

東
京
農
大
に
蓄
積
さ
れ
た
教
育
・
研
究
資
源
を
生
か
し
た

特
色
あ
る
教
育
が
関
心
を
集
め
、
初
め
て
の
入
試
に
は
定

員
72
人
に
対
し
延
べ
８
６
５
人
の
志
願
者
が
集
ま
っ
た
。

命
を
大
切
に
し
、そ
れ
を
育
も
う
と
す
る
農
の
心
を
養
い
、

生
き
る
た
め
に
必
要
な
力
を
育
む
教
育
の
実
践
を
目
指
し

て
い
る
。

「
自
分
に
で
き
な
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
」

「
た
く
さ
ん
の
お
兄
さ
ん
、お
姉
さ
ん
が
い
ま
す
よ
」

小
学
校
校
舎
は
東
京
農
大
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
東
隣

り
で
、
農
大
一
高
・
一
中
の
北
の
隣
接
地
に
建
設
さ
れ
た
。

小
学
校
体
育
館
で
４
月
６
日
に
行
わ
れ
た
入
学
式
に
は
、

新
入
生
の
ほ
か
、
保
護
者
、
教
職
員
な
ど
約
２
５
０
人
が

参
加
。
夏
秋
啓
子
校
長
と
大
澤
貫
寿
・
学
校
法
人
東
京
農

大
理
事
長
、
髙
野
克
己
・
東
京
農
大
学
長
が
登
壇
し
た
。

夏
秋
校
長
は
校
長
式
辞
で
、
東
京
農
大
創
設
者
の
榎
本
武

揚
公
が
残
し
た
「
冒
険
は
最
良
の
師
で
あ
る
」
と
い
う
言

葉
か
ら
、「
冒
険
心
の
育
成
」
を
教
育
理
念
に
掲
げ
て
い

る
こ
と
を
説
明
し
た
後
で
、
子
ど
も
た
ち
に
「
で
き
な
い

こ
と
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
冒
険
で
す
。
い

ろ
い
ろ
な
冒
険
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
。
ま

た
、大
澤
理
事
長
は
祝
辞
で
「
農
大
稲
花
小
学
校
の
制
服
、

ラ
ン
ド
セ
ル
の
み
な
さ
ん
の
姿
を
見
る
こ
の
日
を
待
ち

に
待
っ
て
い
ま
し
た
。
１
期
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、
小
学

校
に
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
は
い
ま
せ
ん
が
、
隣
の
中
学

校
、
高
校
、
大
学
に
は
た
く
さ
ん
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ

ん
が
い
ま
す

よ
。
何
で
も
安

心
し
て
相
談
し

て
く
だ
さ
い

ね
」
と
語
り
か

け
た
。

子
ど
も
た
ち

は
、
あ
い
さ
つ

で
「
ご
入
学
お

め
で
と
う
」
と

語
ら
れ
る
た
び

に
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
元
気
に
応
え
て
い
た
。

こ
の
後
、
新
入
生
紹
介
が
あ
り
、
１
組
、
２
組
の
担
任

教
諭
が
各
36
人
の
名
前
を
読
み
上
げ
た
。
起
立
し
て
保
護

者
席
の
方
を
向
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の
名
前
が
読

み
上
げ
ら
れ
る
と
、
右
手
を
挙
げ
、「
は
い
」
と
大
き
な

声
で
返
事
を
し
、
そ
の
た
び
に
会
場
全
体
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
た
。

校
歌
は
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
が
作
詞

校
歌
斉
唱
で
は
、
入
学
し
た
子
ど
も
た
ち
に
代
わ
り
、

東
京
農
大
一
高
・
中
等
部
の
合
唱
部
が
「
東
京
農
業
大
学

稲
花
小
学
校
の
歌
」
を
披
露
し
た
。

詩
人
で
ア
ニ
メ
「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
主
題
歌
の
作
詞
者
と

し
て
も
知
ら
れ
る
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
が
作
詞
、
谷
川
さ
ん

の
息
子
で
作
曲
家
の
谷
川
賢
作
さ
ん
が
作
曲
し
た
。

「
わ
た
し
た
ち
は
　
い
き
て
い
る
」
で
始
ま
る
歌
詞
は
、

地
球
に
生
き
る
一
員
と
し
て
命
の
大
切
さ
、
生
き
る
こ
と

の
喜
び
を
、
や
わ
ら
か
な
言
葉
で
歌
い
上
げ
て
い
る
。
第

１
期
生
に
は
上
級
生
が
い
な
い
た
め
、
東
京
農
大
の
仲
間

と
し
て
一
高
・
一
中
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
が
歌
う
こ

と
に
な
っ
た
。
歌
詞
が
字
幕
表
示
さ
れ
、
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
で
披
露
さ
れ
る
と
、
会
場
全
体
か
ら
大
き
な
拍
手
が

わ
き
起
こ
り
、
新
鮮
で
素
晴
ら
し
い
校
歌
の
誕
生
に
立
ち

会
う
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
て
い
た
。

入
学
式
終
了
後
、
子
ど
も
た
ち
は
各
教
室
に
入
り
、
教

科
書
を
受
け
取
り
、
週
明
け
か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
に
つ

い
て
担
任
教
諭
か
ら
説
明
を
う
け
た
。
こ
の
後
、
校
庭
で

夏
秋
校
長
、
大
澤
理
事
長
ら
と
一
緒
に
記
念
撮
影
。
子
ど

も
た
ち
は
、
早
速
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
仲
良
く
な
り
、
好

天
に
恵
ま
れ
春
の
日
差
し
が
降
り
注
ぐ
校
庭
に
も
歓
声
が

響
い
て
い
た
。

東京農業大学稲花小学校の歌

作 詞　谷 川 俊太郎
作 曲　谷 川 賢 作

わたしたちは　いきている
このほしの　だいちのうえに
たいようと　みずにめぐまれ
はる なつ あき ふゆ
めぐるいのち　はなさくいのち

しらないことを　まなぶひび
すこやかに　こころとからだ
ともだちと　わらってないて
はる なつ あき ふゆ
みのるいのち　はぐくむいのち

きょうからあすへ
とうかしょうがっこう

新入生の上級生として小学校の校歌を送る一高・一中の合唱部の生徒達

子どもたちに語りかけながら、お祝いの言葉を述べる夏秋校長

　
東
京
農
業
大
学
は
、
３
月
10
日
に
、
ジ
ブ
チ
大
学
と

地
球
規
模
課
題
対
応
国
際
科
学
技
術
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
）
の
共
同
研
究
合
意
文
書
へ
の
調

印
を
取
り
交
わ
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
４
月
11
日
、
東

京
農
業
大
学
に
お
い
て
調
印
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し

た
。
式
に
は
、
東
京
農
大
か
ら
髙
野
克
己
学
長
や
本
研

究
代
表
の
島
田
沢
彦
・
地
域
環
境
科
学
部
教
授
、
ア
ラ

イ
タ
駐
日
ジ
ブ
チ
大
使
、
科
学
技
術
振
興
機
構
の
職
員

や
文
部
科
学
省
の
職
員
ら
が
出
席
し
た
。

Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
開
発
途
上
国

の
ニ
ー
ズ
を
基
に
し
た
地
域
規
模
課
題
を
対
象
と
し
、

日
本
と
開
発
途
上
国
の
研
究
者
が
共
同
研
究
を
行
い
、

地
球
規
模
課
題
の
解
決
や
開
発
途
上
国
に
お
け
る
科
学

技
術
水
準
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
る
。

東
京
農
大
を
代
表
機
関
と
す
る
島
田
研
究
代
表
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
東
ア
フ
リ
カ
に
位
置
し
、
降
水
量
の
少
な

い
非
常
に
過
酷
な
気
象
環
境
で
あ
る
ジ
ブ
チ
共
和
国
の
水

資
源
の
高
効
率
利
用
に
よ
る
持
続
可
能
な
農
牧
業
シ
ス
テ

ム
の
実
装
を
目
指
す
研

究
で
あ
る
。

　
ア
ラ
イ
タ
大
使
は
、

「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
協
定
が
結
ば
れ
た
こ

と
に
お
祝
い
を
申
し
上

げ
る
。
生
命
に
関
わ
る

水
に
つ
い
て
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
の
で
、
大

い
に
期
待
し
て
い
る
。

ジ
ブ
チ
で
農
業
を
行
う

奇
跡
を
ぜ
ひ
起
こ
し
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

ジ
ブ
チ
に
持
続
可
能
な
水
資
源
活
用
法
を

東
京
農
業
大
学
と
ジ
ブ
チ
大
学

　
　
　
　共
同
研
究
合
意
文
書
を
調
印

体験活動を重視し、東京農大の専門的な設備や人的資源を教育に取り入れることなどを特色とする東京農業大学稲花小学校
の第１回入学式が行われ、72人の子どもたちが第１期生として入学した。学校法人東京農業大学は東京農大、東京情報大の
ほかに高校３校、中学２校を運営しており、小学校開校で大学院までを擁する学園化が実現したことになる。真新しい校舎
は、笑顔の子どもたちの元気な声と、教職員・保護者らの拍手に包まれた。　　　　　（東京農業大学客員教授・鈴木敬吾)
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小さな72人 東京農大の仲間入り
東京農業大学稲花小学校 第１回入学式

小学校から大学院まで 学園化実現
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「
復
興
に
東
京
農
大
の
力
は
欠
か
せ
な
い
」

　
ま
ず
、
主
催
者
を
代
表
し
て
東
京
農
大
の
髙
野
克
己
学

長
が「
昨
年
こ
の
会
で
、
東
京
農
大
の
学
生
と
も
交
流
し
た

い
と
の
要
望
を
受
け
、
今
年
は
初
め
て
学
生
が
発
表
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。多
く
の
方
に
成
果
発
表
を
聞
い
て
い
た
だ
け
る

こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。こ
れ
か
ら
も
相
馬
復
興
の
た
め
微

力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。ま
た
、
来
賓
の
立

谷
秀
清
・
相
馬
市
長
は
「
相
馬
の
農
業
復
興
に
東
京
農
大

の
力
は
絶
対
に
欠
か
せ
な
い
。包
括
連
携
協
定
も
結
ん
だ
の

で
、
今
後
も
適
切
に
復
興
し
て
い
く
よ
う
ご
協
力
い
た
だ
き

た
い
」と
語
っ
た
。

　
発
表
内
容
と
担
当
者
は
次
の
通
り
。「
大
規
模
稲
作
法
人

の
経
営
発
展
戦
略
と
そ
の
適
性
」（
渋
谷
往
男
・
東
京
農
大

国
際
食
料
情
報
学
部
教
授
）▽「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
題
と
し

て
の
浜
通
り
地
域
の
営
農
再
開
」（
半
杭
真
一
・
東
京
農
大

国
際
食
料
情
報
学
部
准
教
授
）▽「
浜
通
り
地
方
の
気
象
を

活
用
し
た
カ
ン
パ
ニュラ
の
実
証
栽
培
」（
佐
久
間
光
子
・
福

島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
）▽「
相
馬
地
域
農

業
の
た
め
の
『
こ
れ
か
ら
の
土
づ
く
り
』」（
大
島
宏
行
・
東

京
農
大
応
用
生
物
科
学
部
助
教
）※

▽「
福
島
の
森
林
で
昆

虫
の
調
査
を
し
て
わ
か
っ
た
こ
と
」（
柿
沼
穂
垂
・
東
京
農

大
国
際
食
料
情
報
学
部
４
年
生
、
足
達
太
郎
・
東
京
農
大

国
際
食
料
情
報
学
部
教
授
）▽「
阿
武
隈
山
地
の
ク
マ
・
イ

ノ
シ
シ
・
サ
ル
・
カ
モ
シ
カ
の
今
」（
鈴
木
郁
子
・
東
京
農
大

大
学
院
農
学
研
究
科
博
士
前
期
２
年
、
山
﨑
晃
司
・
東
京

農
大
地
域
環
境
科
学
部
教
授
）＝
大
学
・
院
生
の
学
年
は

当
時
。※

大
島
助
教
の
研
究
は
前
号
３
月
号
で
紹
介
し
て
い
る
。

あ
る
べ
き
姿
を
提
案

農
業
法
人
、浜
通
り
の
営
農
再
開

　
渋
谷
教
授
は
、
震
災
後
に
多
く
設
立
さ
れ
た
農
業
法
人

を
取
り
上
げ
た
。津
波
被
害
を
受
け
た
農
地
は
物
理
的
に

は
復
興
し
た
が
、
法
人
の
体
制
が
整
う
前
に
農
地
が
拡
大

し
て
いっ
た
懸
念
が
あ
る
と
指
摘
。そ
の
上
で
、新
潟
、茨
城
、

石
川
の
先
進
的
な
４
農
業
法
人
の
事
例
を
比
較
し
、
稲
作

単
体
で
進
む
か
６
次
産
業
化
な
ど
の
多
角
化
を
目
指
す

か
、
継
続
を
重
視
す
る
か
成
長
を
重
視
す
る
か
で
、
ベ
ク
ト

ル
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。相
馬
の
農
業
法
人
を

分
析
す
る
と
、
多

角
化
・
成
長
重
視

型
を
す
ぐ
に
目
指

す
の
で
は
な
く
、１

次
産
業
に
特
化
し

て
販
売
戦
略
に
注

力
し
、
６
次
産
業

化
は
将
来
課
題
と

し
て
進
め
る
べ
き
と
提
案
し
た
。

　
南
相
馬
市
出
身
の
半
杭
准
教
授
は
、
震
災
後
８
年
を
経

て
、
被
災
地
に
配
慮
を
欠
い
た
発
言
が
学
者
か
ら
出
て
い
る

こ
と
に
、「
怒
り
を
覚
え
る
」と
表
明
。そ
し
て
原
発
事
故
に

よ
る
風
評
被
害
で
、
福
島
県
の
農
産
品
に
は
消
費
者
の
２
割

程
度
に
依
然
と
し
て
忌
避
感
情
が
残
っ
て
い
る
現
状
を
説
明

し
た
。そ
の
上
、北
海
道
、東
京
、大
阪
で
価
格
の
市
場
間
格

差
が
減
少
し
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
費
が
高
騰
し
て
い
る
課
題
が

あ
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
産
地
は
低
コ
ス
ト
化
と
高

品
質
化
が
迫
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
。さ
ら
に
浜
通
り
の
営
農

再
開
の
課
題
と
し
て
、
賃
金
上
昇
に
よ
る
人
手
不
足
と
コ
メ

か
ら
園
芸
へ
の
品
目
転
換
を
挙
げ
た
。

学
生
が
初
め
て
発
表

昆
虫
で
汚
染
を
調
査
／
獣
害
防
ぐ
計
画
策
定
を

　
柿
沼
さ
ん
は
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
汚
染
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
目
的
に
、
昆
虫
を
指
標
に
も
ち
い
た
調
査
の
結
果
を

発
表
し
た
。研
究
室
の
先
輩
た
ち
か
ら
受
け
継
い
で
き
た

テ
ー
マ
で
、
福
島
県
浪
江
町
や
飯
舘
村
で
昆
虫
を
採
集
し
、

セ
シ
ウ
ム
１
３
７
濃
度
の
測
定
を
続
け
て
き
た
。そ
の
結
果
、

放
射
性
物
質
は
川
岸
よ
り
も
山
側
に
多
く
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
、
植
物
性
の
エ
サ
を
食
べ
る
昆
虫
が
放
射
性
物
質
の

移
動
に
大
き

く
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。そ

の
上
で
、
食

物
連
鎖
の
さ

ら
な
る
解
析

が
必
要
な
ど

の
課
題
も
説
明
し
た
。今
後
も
大
学
院
に
進
学
し
、
研
究
を

続
け
る
と
い
う
。

鈴
木
さ
ん
は
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
指
示
で
、
住
民
が
不

在
の
土
地
で
野
生
動
物
が
ど
う
生
息
し
て
い
る
か
に
つい
て
の

調
査
を
発
表
し
た
。宮
城
県
南
部
か
ら
茨
城
県
北
部
、
栃
木

県
東
部
に
広
が
る
阿
武
隈
山
地
の
北
東
部
約
８
０
０
平
方

㌔
㍍
を
５×

５
㌔
の
区
画
で
区
切
っ
た
32
区
画
に
各
１
カ
所
、

静
止
画
と
動
画
を
撮
影
し
、
体
毛
を
採
取
す
る
罠
を
設
置
。

そ
の
結
果
、帰
還
困
難
区
域
内
で
は
サ
ル
の
撮
影
が
少
な
か
っ

た
の
に
対
し
、
イ
ノ
シ
シ
は
多
く
撮
影
さ
れ
て
い
た
。全
体
の

傾
向
と
し
て
動
物
の
生
息
域
は
増
え
て
お
り
、
サ
ル
に
対
し

て
は
住
民
の
帰
還
に
備
え
帰
還
困
難
区
域
外
で
の
管
理
を

積
極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
。イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て

は
、
人
里
か

ら
山
地
に
追

い
上
げ
る
よ

う
な
管
理
計

画
の
策
定
と

積
極
的
な
捕

獲
が
必
要
だ

と
提
案
し

た
。

「
農
業
法
人
の
１
人
当
た
り
収
益
設
定
を
」

質
疑
応
答
で
質
問
、要
望
も

　
質
疑
応
答
の
時
間
で
は
、「
紹
介
さ
れ
た
農
業
法
人
の
１

人
当
た
り
収
益
は
ど
の
程
度
か
？
」と
の
質
問
が
あ
っ
た
。渋

谷
教
授
が
「
役
員
収
入
は
１
０
０
０
万
円
を
目
標
に
頑
張
っ

て
い
る
」と
答
え
る
と
、「
一
般
企
業
並
み
の
収
入
が
期
待
で

き
な
い
と
、
他
業
種
か
ら
営
農
へ
の
転
職
は
期
待
で
き
な
い
。

県
と
農
大
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
１
人
当
た
り
収
益
目
標
を

設
定
し
て
ほ
し
い
」と
要
望
が
出
た
。ま
た
今
後
、
イ
ノ
シ
シ

や
サ
ル
が
相
馬
市
に
出
没
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
と
の
質

問
に
は
、「
来
年
以
降
の
継
続
調
査
で
何
か
分
か
っ
て
く
る
か

も
し
れ
な
い
」と
答
え
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
最
後
に
相
馬
市
職
員
が
参
加
者
に
「
東
京
農
大
に
対
す

る
質
問
な
ど
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
市
に
言
っ
て
く

れ
れ
ば
引
き
継
ぎ
ま
す
」
と
呼
び
か
け
た
。東
京
農
大
か
ら

も
山
本
祐
司
・
総

合
研
究
所
長
が

「
相
馬
市
復
興
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、

全
国
の
地
方
創
生

に
つ
な
が
る
研
究

に
な
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。今
後
も

み
な
さ
ん
に
寄
り

添
う
支
援
を
続

け
て
い
き
ま
す
」

と
復
興
支
援
の
継

続
を
表
明
し
て
閉

会
し
た
。

林学専攻2年
鈴木郁子さん

半杭准教授

国際農業開発学科4年
柿沼穂垂さん

質疑応答の様子 先進的農業法人の事例を紹介する渋谷教授

は
ん
ぐ
い
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東京農大　相馬で活動報告会
参加者、熱心にメモ　鋭い質問も

復興支援9年目に

　東京農業大学は東日本大震災発生から2カ月後の2011年5月に「東日本支援プロジェクト」を始動させ
た。以来、福島県相馬市を中心に、土壌肥料、畜産、経営など幅広い分野で復興を支援する活動を続けて
いる。その活動内容などを地元住民らに説明する報告会を今年も2月16日、相馬市で開いた。会場を埋め
た参加者たちは、発表内容のメモを取りながら、「そうだねぇ」とつぶやいたり、質疑応答で鋭い質問を
するなど、熱心な姿が目立った。　　　　　　　　　　　　　　　  （東京農業大学客員教授・鈴木敬吾）



「
復
興
に
東
京
農
大
の
力
は
欠
か
せ
な
い
」

　
ま
ず
、
主
催
者
を
代
表
し
て
東
京
農
大
の
髙
野
克
己
学

長
が「
昨
年
こ
の
会
で
、
東
京
農
大
の
学
生
と
も
交
流
し
た

い
と
の
要
望
を
受
け
、
今
年
は
初
め
て
学
生
が
発
表
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。多
く
の
方
に
成
果
発
表
を
聞
い
て
い
た
だ
け
る

こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。こ
れ
か
ら
も
相
馬
復
興
の
た
め
微

力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。ま
た
、
来
賓
の
立

谷
秀
清
・
相
馬
市
長
は
「
相
馬
の
農
業
復
興
に
東
京
農
大

の
力
は
絶
対
に
欠
か
せ
な
い
。包
括
連
携
協
定
も
結
ん
だ
の

で
、
今
後
も
適
切
に
復
興
し
て
い
く
よ
う
ご
協
力
い
た
だ
き

た
い
」と
語
っ
た
。

　
発
表
内
容
と
担
当
者
は
次
の
通
り
。「
大
規
模
稲
作
法
人

の
経
営
発
展
戦
略
と
そ
の
適
性
」（
渋
谷
往
男
・
東
京
農
大

国
際
食
料
情
報
学
部
教
授
）▽「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
題
と
し

て
の
浜
通
り
地
域
の
営
農
再
開
」（
半
杭
真
一
・
東
京
農
大

国
際
食
料
情
報
学
部
准
教
授
）▽「
浜
通
り
地
方
の
気
象
を

活
用
し
た
カ
ン
パ
ニュラ
の
実
証
栽
培
」（
佐
久
間
光
子
・
福

島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
）▽「
相
馬
地
域
農

業
の
た
め
の
『
こ
れ
か
ら
の
土
づ
く
り
』」（
大
島
宏
行
・
東

京
農
大
応
用
生
物
科
学
部
助
教
）※

▽「
福
島
の
森
林
で
昆

虫
の
調
査
を
し
て
わ
か
っ
た
こ
と
」（
柿
沼
穂
垂
・
東
京
農

大
国
際
食
料
情
報
学
部
４
年
生
、
足
達
太
郎
・
東
京
農
大

国
際
食
料
情
報
学
部
教
授
）▽「
阿
武
隈
山
地
の
ク
マ
・
イ

ノ
シ
シ
・
サ
ル
・
カ
モ
シ
カ
の
今
」（
鈴
木
郁
子
・
東
京
農
大

大
学
院
農
学
研
究
科
博
士
前
期
２
年
、
山
﨑
晃
司
・
東
京

農
大
地
域
環
境
科
学
部
教
授
）＝
大
学
・
院
生
の
学
年
は

当
時
。※

大
島
助
教
の
研
究
は
前
号
３
月
号
で
紹
介
し
て
い
る
。

あ
る
べ
き
姿
を
提
案

農
業
法
人
、浜
通
り
の
営
農
再
開

　
渋
谷
教
授
は
、
震
災
後
に
多
く
設
立
さ
れ
た
農
業
法
人

を
取
り
上
げ
た
。津
波
被
害
を
受
け
た
農
地
は
物
理
的
に

は
復
興
し
た
が
、
法
人
の
体
制
が
整
う
前
に
農
地
が
拡
大

し
て
いっ
た
懸
念
が
あ
る
と
指
摘
。そ
の
上
で
、新
潟
、茨
城
、

石
川
の
先
進
的
な
４
農
業
法
人
の
事
例
を
比
較
し
、
稲
作

単
体
で
進
む
か
６
次
産
業
化
な
ど
の
多
角
化
を
目
指
す

か
、
継
続
を
重
視
す
る
か
成
長
を
重
視
す
る
か
で
、
ベ
ク
ト

ル
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。相
馬
の
農
業
法
人
を

分
析
す
る
と
、
多

角
化
・
成
長
重
視

型
を
す
ぐ
に
目
指

す
の
で
は
な
く
、１

次
産
業
に
特
化
し

て
販
売
戦
略
に
注

力
し
、
６
次
産
業

化
は
将
来
課
題
と

し
て
進
め
る
べ
き
と
提
案
し
た
。

　
南
相
馬
市
出
身
の
半
杭
准
教
授
は
、
震
災
後
８
年
を
経

て
、
被
災
地
に
配
慮
を
欠
い
た
発
言
が
学
者
か
ら
出
て
い
る

こ
と
に
、「
怒
り
を
覚
え
る
」と
表
明
。そ
し
て
原
発
事
故
に

よ
る
風
評
被
害
で
、
福
島
県
の
農
産
品
に
は
消
費
者
の
２
割

程
度
に
依
然
と
し
て
忌
避
感
情
が
残
っ
て
い
る
現
状
を
説
明

し
た
。そ
の
上
、北
海
道
、東
京
、大
阪
で
価
格
の
市
場
間
格

差
が
減
少
し
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
費
が
高
騰
し
て
い
る
課
題
が

あ
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
産
地
は
低
コ
ス
ト
化
と
高

品
質
化
が
迫
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
。さ
ら
に
浜
通
り
の
営
農

再
開
の
課
題
と
し
て
、
賃
金
上
昇
に
よ
る
人
手
不
足
と
コ
メ

か
ら
園
芸
へ
の
品
目
転
換
を
挙
げ
た
。

学
生
が
初
め
て
発
表

昆
虫
で
汚
染
を
調
査
／
獣
害
防
ぐ
計
画
策
定
を

　
柿
沼
さ
ん
は
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
汚
染
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
目
的
に
、
昆
虫
を
指
標
に
も
ち
い
た
調
査
の
結
果
を

発
表
し
た
。研
究
室
の
先
輩
た
ち
か
ら
受
け
継
い
で
き
た

テ
ー
マ
で
、
福
島
県
浪
江
町
や
飯
舘
村
で
昆
虫
を
採
集
し
、

セ
シ
ウ
ム
１
３
７
濃
度
の
測
定
を
続
け
て
き
た
。そ
の
結
果
、

放
射
性
物
質
は
川
岸
よ
り
も
山
側
に
多
く
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
、
植
物
性
の
エ
サ
を
食
べ
る
昆
虫
が
放
射
性
物
質
の

移
動
に
大
き

く
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。そ

の
上
で
、
食

物
連
鎖
の
さ

ら
な
る
解
析

が
必
要
な
ど

の
課
題
も
説
明
し
た
。今
後
も
大
学
院
に
進
学
し
、
研
究
を

続
け
る
と
い
う
。

鈴
木
さ
ん
は
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
指
示
で
、
住
民
が
不

在
の
土
地
で
野
生
動
物
が
ど
う
生
息
し
て
い
る
か
に
つい
て
の

調
査
を
発
表
し
た
。宮
城
県
南
部
か
ら
茨
城
県
北
部
、
栃
木

県
東
部
に
広
が
る
阿
武
隈
山
地
の
北
東
部
約
８
０
０
平
方

㌔
㍍
を
５×

５
㌔
の
区
画
で
区
切
っ
た
32
区
画
に
各
１
カ
所
、

静
止
画
と
動
画
を
撮
影
し
、
体
毛
を
採
取
す
る
罠
を
設
置
。

そ
の
結
果
、帰
還
困
難
区
域
内
で
は
サ
ル
の
撮
影
が
少
な
か
っ

た
の
に
対
し
、
イ
ノ
シ
シ
は
多
く
撮
影
さ
れ
て
い
た
。全
体
の

傾
向
と
し
て
動
物
の
生
息
域
は
増
え
て
お
り
、
サ
ル
に
対
し

て
は
住
民
の
帰
還
に
備
え
帰
還
困
難
区
域
外
で
の
管
理
を

積
極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
。イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て

は
、
人
里
か

ら
山
地
に
追

い
上
げ
る
よ

う
な
管
理
計

画
の
策
定
と

積
極
的
な
捕

獲
が
必
要
だ

と
提
案
し

た
。

「
農
業
法
人
の
１
人
当
た
り
収
益
設
定
を
」

質
疑
応
答
で
質
問
、要
望
も

　
質
疑
応
答
の
時
間
で
は
、「
紹
介
さ
れ
た
農
業
法
人
の
１

人
当
た
り
収
益
は
ど
の
程
度
か
？
」と
の
質
問
が
あ
っ
た
。渋

谷
教
授
が
「
役
員
収
入
は
１
０
０
０
万
円
を
目
標
に
頑
張
っ

て
い
る
」と
答
え
る
と
、「
一
般
企
業
並
み
の
収
入
が
期
待
で

き
な
い
と
、
他
業
種
か
ら
営
農
へ
の
転
職
は
期
待
で
き
な
い
。

県
と
農
大
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
１
人
当
た
り
収
益
目
標
を

設
定
し
て
ほ
し
い
」と
要
望
が
出
た
。ま
た
今
後
、
イ
ノ
シ
シ

や
サ
ル
が
相
馬
市
に
出
没
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
と
の
質

問
に
は
、「
来
年
以
降
の
継
続
調
査
で
何
か
分
か
っ
て
く
る
か

も
し
れ
な
い
」と
答
え
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
最
後
に
相
馬
市
職
員
が
参
加
者
に
「
東
京
農
大
に
対
す

る
質
問
な
ど
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
市
に
言
っ
て
く

れ
れ
ば
引
き
継
ぎ
ま
す
」
と
呼
び
か
け
た
。東
京
農
大
か
ら

も
山
本
祐
司
・
総

合
研
究
所
長
が

「
相
馬
市
復
興
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、

全
国
の
地
方
創
生

に
つ
な
が
る
研
究

に
な
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。今
後
も

み
な
さ
ん
に
寄
り

添
う
支
援
を
続

け
て
い
き
ま
す
」

と
復
興
支
援
の
継

続
を
表
明
し
て
閉

会
し
た
。
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参加者、熱心にメモ　鋭い質問も

復興支援9年目に

　東京農業大学は東日本大震災発生から2カ月後の2011年5月に「東日本支援プロジェクト」を始動させ
た。以来、福島県相馬市を中心に、土壌肥料、畜産、経営など幅広い分野で復興を支援する活動を続けて
いる。その活動内容などを地元住民らに説明する報告会を今年も2月16日、相馬市で開いた。会場を埋め
た参加者たちは、発表内容のメモを取りながら、「そうだねぇ」とつぶやいたり、質疑応答で鋭い質問を
するなど、熱心な姿が目立った。　　　　　　　　　　　　　　　  （東京農業大学客員教授・鈴木敬吾）



▶研究&教育 最前線
農業に経営戦略を
東京農業大学 教授　渋谷往男
▶ZOOM UP
小さな72人 東京農大の仲間入り
東京農業大学稲花小学校 第１回入学式
▶ジブチに持続可能な水資源活用法を  東京農業大学とジブチ大学共同研究合意文書を調印

▶復興支援9年目に  東京農大　相馬で活動報告会

私の宝ものMy Treasure
雑誌「アニマ」　松林 尚志 学校法人東京農業大学

4+5April+May
2019

No.158

東京農業大学・東京情報大学の最新情報をお届けする

新・実学ジャーナル
小さな頃から昆虫などの生き物が好きでした。南洋材の買い付けにマレーシアやインドネシアに行く叔父がジャ

ングルの珍しい動物のことを話してくれると、興奮して聞いていました。中学生になると、父が買ってくれたのが「ア
ニマ」です。平凡社が出していた野生動物や自然保護をテーマにした月刊誌です。
叔父が話していたジャングルの生き物も、素晴らしい写真で紹介していて、毎号、次は何が載るのか楽しみ

でした。動物のことを学びたいと思うようになったのは自然な流れでした。
東京農大の畜産学科で動物の進化に関心を持ち、大学院は東京工業大でクジラのDNA解析の研究をしまし

た。ですが、修士から博士課程に進む段階で迷いました。これが本当にやりたかったことなのかと。クジラの
研究をしているのに研究室にこもって、クジラを見たこともなかった。生き物からどんどん離れていく自分に気づ
きました。その時、思い出したのが「アニマ」です。「ジャングルに行きたい！」と思いました。
博士課程からは動物生態学の研究をしたいと言うと、教授は怒り、相手にしてくれません。途方に暮れてい

た時に助けてくれたのが、幸島司郎先生（当時助教授、現・
京都大野生動物研究センター教授）でした。「やりたいことがあ
るんだったら、やればいい」と研究室に引き取ってくれました。
ほっとして、久しぶりに古い「アニマ」を読むと驚きました。

氷河に住む昆虫を研究する幸島先生の記事が載っていたから
です。確かに記事は昔、読んだのですが、先生の名前は覚
えていませんでした。
ボルネオ島で初めてフィールド研究を始めました。途中経過

を幸島先生に報告すると、先生は「おもろいなぁ」「アホや
なぁ」と面白がってくれました。博士号取得まで5年かかりま
したが、先生の「アホやなぁ」が励みでした。
今、持っている「アニマ」は、幸島先生の記事が載った

1986年8月号だけです。前任地のマレーシア・サ
バ大学で働く際に持っていったこの号以外は、宮
城県石巻の実家にあり、東日本大震災の津波で
水没してしまったからです。幸島先生とのつなが
りを思うと、不思議な気持ちになります。宝もの
です。
（まとめ・東京農業大学客員教授、鈴木敬吾）

My Treasure

第10回

私の宝もの
東京農業大学　教授  松林尚志

まつばやし・ひさし／宮城県生まれ。東京工業大学大学院生命理工学研究科博士課程修了。博
士（理学）。東京農業大学農学部生物資源開発学科教授。専門は野生動物学、動物生態学。

雑誌「アニマ」

▲アニマに掲載された幸島教授の記事（左）と表紙（右）

▲学生にも自分の
やりたい研究に
取り組むよう指
導していると話
す松林先生
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学校法人東京農業大学
2019　東京農大創立128年

東
京
農
業
大
学
の
沿
革

◆東京農業大学　　◆東京情報大学　　◆東京農業大学第一高等学校　
◆東京農業大学第二高等学校　　◆東京農業大学第三高等学校
◆東京農業大学第一高等学校中等部　　◆東京農業大学第三高等学校附属中学校　
◆東京農業大学稲花小学校

榎本武揚と横井時敬
創設者は、明治の英傑榎本武揚だ。明治政府で逓信相、農商務相、文相、外相などの要職を歴任した榎本は、1891（明治24）年、東京に「私立育英黌」を設立した。
その農業科が東京農学校、東京高等農学校と名を替えつつ、拡充の歴史を歩み、今日の東京農業大学となる。東京農学校時代の1895（明治28）年、評議員として参
画したのが、明治農学の第一人者横井時敬だった。「人物を畑に還す」「稲のことは稲にきけ、農業のことは農民にきけ」と唱えて、「実学」による教育の礎を築き、
東京農業大学の初代学長を務めた。本学の「生みの親」は榎本、「育ての親」は横井である。
高等教育から初等教育まで
東京農業大学は、農学部、応用生物科学部、生命科学部、地域環境科学部、国際食料情報学部、生物産業学部の６学部23学科からなり、大学院は２研究科20専攻体制が整っ
ている。世田谷、厚木、北海道オホーツク（網走）の３キャンパスに約13,000人が学んでいる。学校法人東京農業大学の傘下には、東京情報大学（千葉）があり、
総合情報学部、看護学部の２学部２学科と大学院１研究科に約2,000人が学ぶ。また、併設校として農大一高／中等部（東京）、同二高（群馬）、同三高／附属中学（埼玉）
がある。2019年4月、東京農業大学稲花小学校が世田谷に開校。
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